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●生命歯科学講座  Department of Life Science Dentistry
1. 所属構成員等
学 長 藤井一維
助 教 石田祥己, 倉治竜太郎, 中島慎太郎, 望月真衣
2. 研究テーマ
1) 3Dプリンタの歯科応用に関する研究  Studies on the Dental application of 3D 
printers.
2) CAD/CAMの歯科応用に関する研究  Dental application of CAD/CAM.
3) 歯周疾患と非アルコール性脂肪性肝炎との関係  Relationship between 
periodontal disease and non-alcoholic steatohepatitis (NASH).
4) 歯周病関連腸内ディスビオーシスと移植後拒絶反応との関係解明  Relationship 
between periodontal disease-related gut dysbiosis and post-transplant 
rejection.
5) ラット・マウス口腔内実験に用いる開口器の開発  Development of mouth gag to 
be used in the rat and mouse oral experiments.
6) 結紮糸留置または多微生物感染モデルを用いた実験モデルにおける歯周炎の病態解
析  Pathologic analysis of experimental periodontitis using ligature 
placement or polymicrobial infection model.
7) 抗菌ペプチド・ナイシンを用いた歯周炎および全身疾患の新規予防法開発  
Development of new preventive method for periodontitis and systemic 
disease using Nisin as antibacterial peptide.
8) ゼノフリー無血清培養を用いたヒト歯髄幹細胞の臨床的培養法の確立  
Establishment of clinical culture method for human dental pulp stem cells 
under the xeno-free culture condition.
9) 抜去歯由来の幹細胞の分離・同定と機能性細胞への分化誘導法の開発  Isolation, 
characterization, and differentiation of multipotent stem cells derived 
from human teeth.
10) 低酸素環境におけるヒト歯根膜幹細胞の増殖亢進機構解析  Analysis of the 
promoted proliferation mechanisms in human periodontal ligament stem cells 
under hypoxic conditions.
11) ヒト歯根膜幹細胞の増殖・分化におけるミトコンドリアの機能解析  Functional 
analysis of mitochondria in the proliferation and differentiation of human 
periodontal ligament stem cells.
12) 口腔癌を誘発する歯周病原菌の同定  Identification of periodontal pathogens 
to cause the oral squamous cell carcinoma.
3. 今年度の研究上の特筆すべき事項
受賞
1) 日本歯科理工学会株式会社トクヤマデンタル賞, 石田祥己, 2020年4月18日, 付加
造形技術を応用したコンポジットレジンの三点曲げ試験用治具の製作















2) 倉治竜太郎は，カリフォルニア大学サンフランシスコ校歯学部・Yvonne Kapila 研
究室 (口腔顔面科学分野歯周病学) に客員講師として研究留学し, 2020年12月23日
に帰国，現在も共同研究を継続中である．
7. 外部・学内研究費
1) 令和2年度生命歯学部公募研究費（日本歯科大学）, (新規), 2020年度, ヒト歯性
幹細胞のポピュレーション解析～歯・歯周組織の効率的な再生を目指して～, 望月
真衣(代表), 中島慎太郎，石田祥己，小林朋子，中原　貴，新谷明一，那須優則
(分担), 4,200,000円, 2020年度, 4,200,000円
2) 令和2年度生命歯学部公募研究費（日本歯科大学）, (新規), 2020年度, 機器購入
（セルソーター PMT増設キット）, 小林朋子(代表), 八重垣  健，千葉忠成，堀江
哲郎，肖  黎，冨山希美，望月真衣，
中島慎太郎，平島寛司，米山勇哉，小栁昌央(分担), 3,500,000円, 2020年度, 
3,500,000円
3) 中国東阿阿膠股份有限公司研究費, (新規), 2020年9月1日～2021年11月30日, 阿膠
原料におけるバイオロジカルエフェクトの研究開発（阿膠における皮膚バイア機能
の向上作用、および低酸素による皮膚創傷治癒の遅延と神経組織障害に対する防御
効果） , 肖　黎(代表), 中原　貴，望月　真衣(分担), 2,400,000円, 2020年度, 
2,400,000円
4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手研究, (継続), 2018～2020
年度, 口腔癌を誘発する歯周病原菌の同定とその発癌への影響解析, 中島慎太郎
(代表), 4,160,000円, 2020年度, 260,000円
5) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, マウス歯胚局所照射実験モデルを使用した放射線による歯根形成障害
メカニズムの解明, 井出吉昭(代表), 中原　貴，深田哲也，那須優則，中島慎太郎
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https://europepmc.org/article/med/33240740, (参照2021年3月12日）.
10) Ishida Y, Miura D, Miyasaka T, *Shinya A: Dimensional accuracy of dental 
casting patterns fabricated using consumer 3D printers, ☆◎◇Polymers, 
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1) Kapila Y, Kuraji R: Expert Commentary in Clinical Dentistry; Oral Mucosa 
Shows High Expression of ACE2 Receptor of 2019-nCoV, Practice 
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dentistry/sp23 (参照2020年5月25日), 2020; .
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E. 翻訳
1) Kenneth S. Kornman（編集），Maurizio S. Tonetti（編集）. 日本歯周病学会
（翻訳），日本臨床歯周病学会（翻訳），倉治竜太郎（分担） : プラーク性歯肉
炎：症例定義と診断上の考慮事項, 村上伸也（監修・翻訳） : 歯周病およびイン
プラント周囲組織の疾患と状態に関する新分類 アメリカ歯周病学会（AAP）／ヨー
ロッパ歯周病連盟（EFP）共催 2017ワールドワークショップ会議. 第1版, クイン
テッセンス出版, 東京, 2020, 60-65.
2) Wang X, Shu X, Zhang Y, Yang B, Jian Y, Zhao K. 石田祥己，　新谷明一 : 大
きな実質欠損をともなう失活歯へのファイバーポストと金属製ポストの評価　シス
テマティックレビューとメタ分析, 新谷明一 : the Quintessence, 2020 vol.39 
no.12. クインテッセンス出版, 東京, 2020, 191-204.
F. 学術大会発表
1) 石田祥己，新谷明一，青木春美，三浦大輔，原田唯生，渡邊　慧. 付加造形技術を
応用したコンポジットレジンの三点曲げ試験用治具の製作. 日歯理工誌, 2020; 
39(75): 66.
2) 宮下幸大，倉治竜太郎，伊藤弘，沼部幸博. 実験的歯周炎モデルマウスにおける炎
症および治癒反応の経時的変化に関する研究. 日歯周誌, 2020; 62（春季特別
号）: 33. http://www.perio.jp/meeting/meet_63s.shtml (参照2021年3月16日).
3) Wu Y-H, Taya Y, Kuraji R, Ito H, Soeno Y, Wu I-T, Numabe Y. Dynamic 
microstructural changes in alveolar bone in ligature-induced experimental 
















カニズムの解明. 第20回日本再生医療学会総会プログラム, 2021; 74. 
http://www.jarde.jp/18pp.pdf（参照2021年3月13日）.
G. 講演
1) 特別講演・シンポジウム等での講演
記載事項なし
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
記載事項なし
H. その他の出版物
記載事項なし
